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１．組織の概要 

１）事業者名称及び代表者名 

 事業者名称 ： 有限会社クリーン湯ノ内     

 代 表 者 名 ： 代表取締役 川本 満博      

 設 立 日 ： 昭和５０年４月１日 

 資 本 金 ： ５００万円 

２）所在地 

 本社  ：  〒６７８－０２３９  兵庫県赤穂市加里屋１２５４番１ 

３）環境管理責任者及び事務局 

 ＥＡ２１ 環境管理責任者 ： 代表取締役 川本 満博   事務局 湯口 正文 

４）連絡先 

 連絡担当者 ： ＥＡ２１ 事務局  湯口正文 

 Ｔ Ｅ Ｌ ： ０７９１－４５－１８３８ 

 Ｆ Ａ Ｘ ： ０７９１－４５－３２５５ 

５）事業活動の内容 

産業廃棄物の収集運搬、一般廃棄物の収集運搬、工場清掃及び下水清掃、 

一般貨物自動車運送事業 

【産業廃棄物許可証の内容及び許可番号】 

優良認定年月日＝優良産廃処理業者認定日（確認日） 注 許可年月日・有効年月日は許可証の表記に合わせている 

 

 

 

許可区域 

 

 

許 可 区 分 

 

 

 

 

許可番号 

 

取 り 扱 う 産 業 廃 棄 物 の 種 類 

優良認定 

年月日 

許可年月日 

有効年月日 

燃 

殻 

煤 
 

 

塵 

感 
 

 

染 

石 
 

 

綿 

廃 

水 

銀 

汚 
 

 

泥 

廃 
 

 

油 

廃 
 

 

酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

廃
プ
ラ 

紙 
 

 

屑 

木 
 

 

屑 

繊 
 

 

維 

動 
 

 

植 

金 
 

 

属 

ガ
ラ
ス 

ガ
レ
キ 

兵庫県 

特別管理産業廃棄物 第０２８５６００３０３２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○         平成２３．１１．０１ 
令和４．０８．２４ 

令和１１．０８．２３ 

産業廃棄物 第０２８０６００３０３２号 ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成２３．１１．０１ 平成３０．１１．０１ 

平成３７．１０．３１ 

大阪府 

特別管理産業廃棄物 第０２７５０００３０３２号      ○ ○ ○ ○         平成２３．１１．１５ 
令和０４．０７．０１ 

令和１１．０６．３０ 

産業廃棄物 第０２７００００３０３２号      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ 平成２３．１１．１５ 平成２９．０９．１５ 

平成３６．０９．１４ 

岡山県 

特別管理産業廃棄物 第３３５８００３０３２号  ○ ○   ○ ○ ○ ○         平成２３．１１．１６ 令和０４．０６．２３ 

令和１１．０６．２２ 

産業廃棄物 第０３３０８００３０３２号      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  平成２３．１１．１６ 平成３０．０３．２８ 

平成３７．０３．２５ 

京都府 

特別管理産業廃棄物 第０２６５１００３０３２号      ○ ○ ○ ○         平成２４．０２．０３ 令和０４．０７．２５ 

令和１１．０６．３０ 

産業廃棄物 第０２６０１００３０３２号      ○ ○ ○ ○ ○     ○ ○  平成２４．０２．０３ 令和０３．０４．２２ 

令和１０．０３．２２ 

赤穂市 一般廃棄物 第１号－２－３ 一般廃棄物 令和４．０４．０１ 

令和６．０３．３１ 

たつの市 一般廃棄物 た環第 ５ 号 
一般廃棄物 令和５．４．０１ 

令和７．３．３１ 
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６）認証登録範囲及び活動期間 

（１）対象事業所の所在地と主要業務は以下の通り 

対象事業所の名称 ： 有限会社クリーン湯ノ内 

対象事業所所在地 ： 兵庫県赤穂市加里屋１２５４番１ 

事業活動   :   産業廃棄物の収集運搬、一般廃棄物の収集運搬 

工場清掃及び下水清掃、一般貨物自動車運送事業 

   （２）活動期間 

       活動期間は「２０２２年１０月０１日～２０２３年０９月３０日」とする  

       活動期間の年度は「２０２３年度」とする 

 

７）事業規模  

 単位 ２００９ 

年度 

２０１９ 

年度 

２０２０ 

年度 

２０２１ 

年度 

２０２２ 

年度 

２０２３ 

年度 

産廃運搬量 ｔ １０,０７６ １１,４２４ １０,３７２ ８,２０９ ８,４９１ ８,９２１ 

一廃運搬量 ｔ ― ３．９８ ３．４３ ３．８５ ５．１５ ３．７８ 

売上高 百万円 ４１２ ４３２ ３７３ ３３０ ３６０ ３９１ 

従業員数 人 １１ １４ １４ １４ １５ １４ 

 

８）収集運搬車両 

・ キャブオーバ （軽トラ） ［   ３５０kg］・・・・・・・・・・・・ ２ 台 

・ キャブオーバ （２ｔ平） ［ ３,０００kg］（パワーゲート付き）・・  １ 台 

・ キャブオーバ （３ｔ平） ［ ３,４５０kg］（ユニック付き）・・・・ １ 台 

・ キャブオーバ （４ｔ平） ［ ４,１５０kg］（パワーゲート付き）・・ １ 台 

・ キャブオーバ （13ｔ平） ［１３,６００kg］・・・・・・・・・・・・ １ 台 

・ 脱着装置付きコンテナ専用車［ ３,６５０kg］・・・・・・・・・・・・ １ 台 

・ 脱着装置付きコンテナ専用車［ ６,５００kg］（ヒアブ付き）・・・・・  １ 台 

・ 脱着装置付きコンテナ専用車［ ８,０００kg］・・・・・・・・・・・・ １ 台 

・ タンク車 （ローリー車） ［１２,６９０kg］・・・・・・・・・・・・ １ 台 

・ タンク車 （ローリー車） ［１２,４８０kg］・・・・・・・・・・・・ １ 台 

・ 清掃車  （ブロアー車） ［１０,５５０kg］・・・・・・・・・・・・ １ 台 

・ 清掃車  （ブロアー車） ［１１,０００kg］・・・・・・・・・・・・ １ 台 

                                 合 計 １３ 台 

 

９）廃棄物の処理料金 ： 別途見積書による 

（廃棄物の種類、数量、荷姿、性状等により、処理料金が異なる為） 

 

 

 

 



5 
 

  １０）環境関連技術資格の名称と取得人数（2023.09.29 現在） 

    大型運転免許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８人 

    中型運転免許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

甲種・危険物取扱者免許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

乙種・４類危険物取扱者免許・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８人 

水質関係第２種・公害防止管理者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

大気関係第４種・公害防止管理者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

騒音関係・公害防止管理者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

運行管理者基礎講習・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６人 

運行管理者資格証取得・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４人 

二級技能検定合格証（機械系保全作業）取得・・・・・・・・・・・・・・１人 

小型移動式クレーン運転技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・７人 

床上操作式クレーン運転技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 

玉掛技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８人 

高所作業車運転技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 

フォークリフト運転技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８人 

足場組立等作業主任者技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・２人 

足場の組み立て等特別講習終了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７人 

特定化学物質等作業主任者技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・２人 

鉛作業主任者技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

有機溶剤作業主任者技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

ガス溶接技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２人 

安全衛生特別教育受講（酸素欠乏危険作業に係る業務）・・・・・・・・・ ７人 

第２種酸素欠乏危険作業主任者技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・４人 

職長・安全衛生責任者教育修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６人 

小型車両系建設機械（整地用３ｔ未満）特別教育受講・・・・・・・・・・１人 

アーク溶接特別教育受講・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２人 

５ｔ未満クレーン運転特別教育受講・・・・・・・・・・・・・・・・・・４人 

甲種・防火管理者講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

特殊高圧ガス取扱主任者講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

ＰＣＢ廃棄物の収集運搬作業従事者講習会受講・・・・・・・・・・・・・３人 

特別管理産業廃棄物処理業に関する更新許可講習・収集運搬課程修了・・・１人 

産業廃棄物処理業に関する新規許可講習・処分課程修了・・・・・・・・・１人 

整備管理者選任前研修修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 

    衛生管理者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

    第三種冷凍機械責任者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

    はい作業主任者技能講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 

    粉じん作業特別講習受講・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７人 

    自由研削といし特別教育受講・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８人 

    高所作業特別教育・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

高圧ガス消費者保安講習会受講・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 

    フルハーネス型墜落制止用器具特別教育・・・・・・・・・・・・・・・・８人 

    石綿作業主任者講習修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５人 

    テールゲートリフター特別教育修了・・・・・・・・・・・・・・・・・・８人 
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１１）ＥＡ２１推進組織図 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境経営システム 役割・責任・権限表 

役 割 ・ 責 任 ・権 限 

代表取締役 ・環境経営に関する統括責任 

・経営資源の準備 

・環境管理責任者の任命 

・経営における課題とチャンスの明確化 

・環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知 

・環境経営目標・環境経営計画書の承認 

・代表者による全体の評価と見直し・指示の実施 

・環境経営レポートの承認 

環境管理 

責任者 

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認 

・環境経営目標・環境経営計画書の承認 

・従業員に対する環境経営方針の周知、及び教育訓練の実施 

・環境経営レポートの確認 

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、ＥＡ２１推進の事務局 

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・環境関連文書、及び記録の作成管理 

・環境経営計画の実施・実績集計、及び達成状況の報告 

・従業員に対する教育訓練の実施、記録の作成 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成、及び遵守評価の実施 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付） 

・その他ＥＡ２１に関する業務 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚、自主的・積極的に環境活動

へ参加 

代表取締役 

環境管理責任者 

環境事務局 

業務管理 運営管理 営業管理 



7 
 

２．環境経営方針 

有限会社クリーン湯ノ内 ２０２３年度 環境経営方針 
                                          
 

基本理念 

有限会社クリーン湯ノ内（以下「当社」と称する）は、地球環境問題を、人類共通の課

題であると認識し、環境への負荷低減の為、環境保全に配慮した活動を継続的に行います。 
 
環境経営方針 

当社は、環境関連法規類を遵守し、環境経営目標を定め、定期的に見直しを行うと共に、

効果的な運行管理、及び環境教育、必要資格取得の充実等で人材育成を行い、継続的改善

を進める。 
 

具体的な取組として、次に掲げる項目を推進致します。 
 

１．地球温暖化防止のため、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 
その為には資源とエネルギーの効率化に努めます。 

  (１) 電力使用量の削減 
  (２) ガソリン使用量の削減 
  (３) 軽油使用量の削減 
  (４) 水道水使用量の削減 
 
２．資源の循環化の促進、及び環境負荷の低減に努めます。 
  (１) 廃棄物の分別によるリサイクルの向上 
  (２) 化学物質の適正管理 

    (３) 収集・運搬中の環境への配慮 
 

これらの環境経営方針は、環境教育を通じ、全ての従業員へ周知徹底すると共に、 
社内外に公開します。 

 
             
                     制定 ２０１０年 ５月２５日 
                     改定 ２０２２年１１月 ７日 

有 限 会 社 ク リ ― ン 湯 ノ 内 

代表取締役  川 本 満 博                   
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３．環境負荷の調査結果と取組状況まとめ 

２０２１年度、２０２２年度及び２０２３年度の「環境への負荷の自己チェック表」及び「環境への

取り組みの自己チェック表」の調査結果のまとめは下表の通りです。 

 

環境への負荷の状況（まとめ表）                  

 単

位 

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

①総ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量 購入電力 ※１ MJ １６３，８８８ １５７，１１３ １５８，７６６ 

化石燃料 MJ ２，９６８，６４１ ３，３２３，２４７ ３，３４０，４１３ 

②温室効果ガス排出量 二酸化炭素 ※１ kg-

CO２ 

２０８，９０５ ２３３，０６８ ２３４，２５０ 

④-１ 

受託した産業廃棄物

の処理量 

収集運搬量 ｔ ８，２０９ １０，３７８ ８，９２１ 

④-２ 受託した一般

廃棄物の処理量 

収集運搬量 ｔ ３．８５ ３．４３ ３．８７ 

⑤廃棄物等 

総排出量※２ 

内容※３ 

 

再生利用 ｔ ０．１９８ ０．２７９ ０．２４４ 

単独焼却 ｔ ０．０４２ ０．０７７ ０．０４８ 

その他 ｔ ０．００７ ０．０１３５ ０．０１４７ 

再生循環率 ％ ８０．２ ７５．４９ ７９．４５ 

廃棄物最終処分量 ｔ ０．００７ ０．０１３５ ０．０１４７ 

⑥水資源投入量 上水道 ㎥ ２２９．１ ２０４．０ ２３８．３ 

⑦総排水量 公共用水域 ㎥ ２２９．１ ２０４．０ ２３８．３ 

⑧化学物質排出量・

移動量 

大気へ排出 ㍑ ２４．５ ６．０ １６．５ 

※１ ２０２０年度から２０２２年度の電力の温室効果ガス排出量を最新のＣＯ２調整後排出係数 

（0.318kg-co2kWh）に見直して計算しています。（関西電力２０１７年０７月度関電力公表値による） 

 

※２ ④-2受託した一般廃棄物には自社発生の⑤廃棄物等（一般廃棄物排出量）が含まれています。 

 

※３ ⑤廃棄物等総排出量※２内容は、コピー用紙、段ボール新聞紙、雑誌カタログ類可燃ごみ、 

その他の紙類ペットボトル、瓶不燃物、空き缶類、プラスチック類飲食物のから容器、他 
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４．環境経営目標 

  当社の２０２３年度の環境経営目標は以下のような目標を設定いたしました。 

  各目標基準年度を２０２１年度に統一。 

 

取組項目 基準値 ２０２３年度目標  

二酸化炭素 

排出量の削

減 

電力使用量の削減 

 

１６,６７２ kWh  ２０２１年度基準値以下 

ガソリン使用量の削

減 

 

６，１７７ Ｌ   ２０２１年度基準値以下 

軽油原単位 

 

軽油使用量の削減  

※１ 

５．７３ kg-CO2／万円 

 

参考削減基準 

７２，１１９ Ｌ 

２０２１年度基準値以下    

 

参考削減目標 

２０２１年度基準値以下 

       二酸化炭素量の合計 

 ※２  

２０８，９０５  kg-CO2 ２０２１年度基準値以下 

CO2排出量は電力の排出係数見直しで    

合計値が減少 

水道水使用量の削減   ２２９.１ ㎥  ２０２１年度基準値以下 

廃棄物分別によるリサイクルの向上

（自社分） 

廃棄物の分別、リサイクル実施 廃棄物の分別でリサイクルの向上 

７０％以上 

化学物質の適正管理     ― 燃料油や溶剤等の揮発、漏えい防止 

特定フロンの回収・適正処理 

収集・運搬中の環境への配慮     ― 計画的な運行管理、収集運搬時の     

飛散漏えい防止 

 

 

 中長期の環境経営目標（基準年度：２０２１年度） 

   ２０２３年度～２０２６年度 

電力の削減 ２０２１年度基準値以下 

ガソリンの削減 ２０２１年度基準値以下 

原単位 

参考削減目標 軽油の削減 

目標５．７３kg-CO2／万円（売上高）以下 

参考削減目標 ２０２１年度基準値以下 

水道水使用量の削減 ２０２１年度基準値以下 

廃棄物の分別リサイクルの向上 廃棄物の分別でリサイクルの向上  ７０％以上 

化学物質の適正管理 燃料や溶剤等の揮発、漏えい防止 

特定フロンの排出抑制 

収集運搬時の環境配慮 計画的な運行管理、収集運搬時の飛散漏えい防止 

※1 ： 軽油使用量の削減 ・・・・・ 売上高による原単位での比較を行います。 

※2 ： ①二酸化炭素量の合計 ・・・ 軽油を含む全ての二酸化炭素量排出量。 

   ②電力の二酸化炭素への調整後排出係数：0.318㎏-CO2／kWh（2019年 01月関電力公表値） 
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５．実績 

  ２０２３年度環境経営目標に対する達成状況は以下の通りです。  

   参考 達成率の計算式  達成率＝（１－（実績値－目標値）/目標値）*１００ 

  １）二酸化炭素総排出量の削減  関連ＳＤＧｓターゲット １３.３ 
取組項目 ２０２３年度目標値 ２０２３年度実績 達成率 評価 

二酸化炭素排出量 ２０８，９０５ 

kg-CO2 

２３４,２５０ 

kg-CO2 

８７．９ 

％ 

未達成 

 

  ２）電力使用量の削減  関連ＳＤＧｓターゲット ７.３ 

取組項目 ２０２３年度目標値 ２０２３年度実績 達成率 評価 

電力使用量の削減 

 

１６，６７２ 

kWh 

１６，１５１ 

kWh 

１０３．１ 

％ 

 

達成 

二酸化炭素排出量 ５，３０２ 

kg-CO2 

５，１３６ 

kg-CO2 

    

３）ガソリン使用量の削減  関連ＳＤＧｓターゲット ７.３ １２．２ 

 

４）軽油使用量の削減  関連ＳＤＧｓターゲット ７.３ １２．２ 

取組項目 ２０２３年度目標値 ２０２３年度実績 達成率 評価 

軽油原単位の削減 

基準年度以下 

 

ただしに kg-CO2換算し原単

位で比較 

５．７３ 

kg-CO2/万円（売上高） 

５．４６ 

kg-CO2/万円（売上高） 

１０４．８ 

％ 

 

達成 

軽油使用量の削減 

（参考目標） 

７２，１１９ 

㍑ 

８１，３４４ 

㍑ 

８７．２ 

％ 

 

未達成 

二酸化炭素排出量 
 

１８９，２６４ 

kg-CO2 

２１３，４７５ 

kg-CO2 

 

 ５）水道水使用量の削減  関連ＳＤＧｓゴール及びターゲット ６．４ １２．２ 

取組項目 ２０２３年度目標値 ２０２３年度実績 達成率 評価 

水道水使用量の削減 

基準年度以下 

 

２２９．１ 

  ㎥ 

 

２３８．３ 

  ㎥ 

９６．０ 

   ％ 

 

未達成 

取組項目 ２０２３年度目標値 ２０２３年度実績 達成率 評価 

ガソリン使用量の削減 

基準年度以下 

６,１７７ 

㍑ 

６，７３６ 

㍑ 

９０．９ 

％ 

 

未達成 

二酸化炭素排出量 
基準年度以下 

１４,３４０ 

kg-CO2 

１５，６３９ 

kg-CO2 
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  ６）廃棄物の分別によるリサイクルの向上 関連ＳＤＧｓターゲット １２．５ 

取り組み項目 取 組 結 果 評 価 

社員への周知 年度初めに全員を集めて廃棄物削減、発生量

の計量管理の目的説明と交代で廃棄物管理 
達 成 

分別の徹底 ・廃棄物廃棄時の分別不具合時は指導実施 

・分別保管を再利用棚採用で３Ｓ実施 
達 成 

リサイクルの向上 ・コピー用紙の裏面使用による再利用 
・ﾘｻｲｸﾙ可能品は全てﾘｻｲｸﾙ実施。 
・機密保管種類の分別で製紙会社で再生 

達 成 

 

  

取組項目 ２０２３年度目標値 ２０２３年度実績 達成率 評価 

リサイクルの向上 

 

リサイクル率 

７０％以上 

７９．５ 

％ 

８６．５ 

   ％ 

 

達成 

  

   

  ７）化学物質の適正管理 関連ＳＤＧｓターゲット ３．９ 

取り組み項目 取 組 結 果 評 価 
社員への周知 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ時に予防とﾄﾗﾌﾞﾙ時の処置方法徹底 達 成 

燃料油や溶剤等の揮

発、漏えい防止 

特定ﾌﾛﾝの回収・適正

処理、及び簡易点検 

・特定ﾌﾛﾝ使用機器の交換、廃棄等の事象は無い 

・ｴｱｺﾝ（第一種特定製品）の簡易点検実施 

・燃料、塗料等の漏洩、及び使用後の蓋の閉め

忘れ無しで特定化学物質等の漏洩なし 

達 成 

 

８）収集・運搬に伴う環境負荷の低減  関連ＳＤＧｓターゲット １１．６ １２．５ 

取り組み項目 取 組 結 果 評 価 
定期的な環境教育 環境教育を実施（１１回/年） 

（新規採用者教育、安全関係、対外的なコミ

ュニケーション対応教育を含む） 

達 成 

適正な運行管理で運

行時間の削減 

毎日の配車設定により、運行管理は適性に出

来ている 
達 成 

収集・運搬時の飛散

漏えい防止徹底 

・従来からのドラム缶ピンホールは発生無し 

（客先倉庫内での漏洩事象１件あり） 未達成 

 

９）その他の環境保全活動等  関連ＳＤＧｓターゲット ４．７ １４．１ 

   ①事業所前の道路の清掃活動を基本的に毎日実施 

②従業員への環境教育、及び緊急事態対応訓練を実施 
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６．主要な２０２３年度の環境経営計画内容 
   環境保全活動を推進する為、事業活動による環境負荷を低減する為に以下の通りに取り組んで 
  行きます。 取り組みの結果については毎月フォローを事務局で実施する。 

 
１）電力使用量の削減取り組み  

 事業所のＣＯ2排出量の２．５％（２０２２年度比）を占める電気使用量を削減する。 

 ただし、新型コロナへの対応に対応する為、室内の換気、入口の開放は実施の事 
 ・未使用時の照明の消灯する 
 ・エアコンの設定温度の徹底（冷房時２６度、暖房時２２度に設定） 

・事務所の窓の外に日除け目的で日除けシートを取り付けて、太陽光と輻射熱を削減する 
・照明不要個所の消灯を図る  
 

２）燃料使用量の削減 
    事業所のＣＯ2排出量の９７．５％（２０２２年度比）を占める燃料（軽油、ガソリン）の使用 
    量を削減することが一番重要であると考え環境教育の都度下記のような対策実施を徹底する。 
    ・アイドリングストップの徹底 
    ・急発進、急停止の禁止等エコドライブの徹底 
    ・配車スケジュールの検討と実施による適正運行管理 
    ・エコドライブの呼び掛けを掲示 
 
 ３）水道水使用量の削減 
    使用量の変動は業務の内容により変動は有るが、効率的な使用と漏水の防止のための管理で 

節水を図る。 
・社員への節水の呼び掛け実施 
・配管からの漏水の有無を定期的に確認（出勤時のパトロールによる異常の有無確認など） 
・冬季の屋外水道配管の凍結予防の為の保温の定期的補修 
 

 ４）廃棄物の分別によるリサイクルの向上 
    従来から不要物のリサイクル化は定着しており、分別状況等を見て不具合発生時に指導する。 

・社員への分別回収・リサイクル意識の継続維持 
    ・月次の排出量の計量、記録（計量担当者を交代制とし全員が係わることで意識の向上） 
    ・パソコンによる管理、確認によるペーパーレス化の推進 
    ・コピー用紙の裏面使用、その他封筒、用紙類のＡ４サイズ裁断による再利用 
    ・経理関連保管書類の内リサイクル可能分の種類拡大と分別、及び、製紙会社にて原料化 
     （窓付き封筒のフイルム選別によるリサイクル可能分の再利用） 
    ・製紙会社との協議でリサイクル可能な紙の種類の増と分別工数削減を図る     
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５）その他の環境保全活動 
   ①事業所前の道路の清掃活動を基本的に毎日実施     

②従業員への教育 
    今年度の環境教育訓練は６回予定（必要に応じて追加環境教育を実施していく） 

・他社事例による自社への水平展開をタイムリーに行う 

・不具合発生時はその都度全員にて発生要因と対応策を決めて徹底する 

③緊急事態対応訓練の実施（実施回数２回予定）       
想定訓練内容：消火器の取り扱い訓練、 

荷降ろし等における漏洩時の対応 
      緊急事態対応手順書に基づき基本的な手順の確認 
      応急処置の方法、汚染物の回収の方法、及び運行管理者への連絡について確認 

   
７．２０２３年度の環境経営計画の取組結果と評価 

２０２３年度のエネルギー使用量削減取り組みの結果、年間ＣＯ2排出量は、目標を未達成とな

り達成率は８７．９％となった。 
    ２０２１年度を基準とし２０２３年度の目標値を設定した運行管理においては効率的な運行管

理を目指し、客先と調整しながら計画的な運行管理を進めてきた。 
事業所からの一般廃棄物総排出量は前年度比約３７％増加し、リサイクル率は２．１５ポイントダ

ウンしている。 
 
以下、２０２３年度の各取組結果について考察する。 

１）電力使用量の削減 
電力使用量の目標値を基準年度２０２１年度に見直し取り組み、結果は達成率１０３．１％と

なり達成出来た。 事務所のエアコン等の電力使用量は近隣の事業所からの粉塵、及び悪臭の為

事務所内を密閉状態にする必要があるので年間を通してエアコンを運転する必要がある。   
   
２）燃料使用量の削減 

    ２０２３年度のガソリン使用量は目標値に対して達成率９０．９％で未達成となった。 
   現地作業の増加により、営業車の使用や機材の燃料消費増加により、ガソリンの目標に対し未達成

となった。 
軽油の使用量の達成率８７．２％と未達成となったが、年間原単位は達成率１０４．８％となり

達成できた。 現地作業にてブロアー車の使用が増えたことにより軽油の消費量のバラツキが有

り、原単位が悪くなり４か月連続で発生した。 
    
 ３）水道水使用量の削減 
    水道水使用量は目標に対して達成率９６％と未達成となった。  
   車両の塩カルによる汚れの洗浄、および現地作業での大量使用、また、作業で汚れた機材の洗浄、

作業服の洗濯、作業車への水の補給等で水道使用量の増加となった。 
漏水の早期発見の為、日常のパトロールで正常状態を知った上での異常状態を早めに気が付くよ

うにしている。又、冬季の水道配管凍結防止の為水栓のハンドル部分の保温実施と定期的なメンテ

ナンスで凍結による漏水等のトラブルは発生していない。  
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 ４）廃棄物の分別によるリサイクルの向上 
 自社内で発生した廃棄物は分別、リサイクル化により廃棄物の削減に取り組んでいる。 廃棄物

の計量作業は廃棄する人（運転手等）が出来るだけ計量するように工夫している。 これも分別意

識の定着に効果があると見ている。 事業所からの一般廃棄物総排出量は前年度比約３７％増加

し、リサイクル率は２．１５ポイント悪くなっている。  
これは一般廃棄物量排出量が増加しておりその中でも、現地工事増によるリサイクルが出来な

い可燃ごみが増加していることを要因とみている。 
   １２年間の取り組みにより各エネルギー、廃棄物データのタイムリーな把握と、日頃からＰＤＣ 

Ａのサイクルを回せる仕組みが定着している。 
今年度もコピー機の故障防止の為カレンダーの裏紙をコピー用紙として使用するのを停止し、

運行管理用の用紙での使用のみに変更した。 今後もコピー用紙使用量の削減、各用紙の裏紙の活

用、及び保管書類のリサイクル率ＵＰを図る為、分別を確実に実施するようにする。 
 

 ５）化学物質の適正管理 
    溶剤等を使用した際は、確実にキャップを閉じ危険物屋内貯蔵庫内に保管を行い、毎月保管数量

の記録と管理を実施し適正管理を行った。 
    エアコン、冷蔵庫等の交換、修理、廃棄事象は無く、特定フロンガス使用機器の管理は平成 

２７年４月に施行されたフロン排出抑制法に基づき第一種特定製品に該当する機器の簡易点検を

継続実施（月例点検）している。 
 

６）収集・運搬中の環境への配慮 
    ドラム缶からの廃液漏えい事象発生防止の為、ドラム缶内部へのナイロン袋施工方法の見直し

を継続しており、２０２２年度に続き当年度はドラム缶から漏えい事象は発生していない。 
    客先排出事業所でのクローズドラム底面錆からの廃液漏洩事象が１件有り、納品前のドラム外

観確認を徹底するよう再度指導した。 
 
７）緊急事態対応訓練の実施状況 
   実施回数 １回 （実施日 ２０２３年７月１１日） 

 訓練項目 消火器の取り扱い訓練 
訓練想定内容  

○手順書に基づき取り扱い方法を全員で確認した 
○専門業者の指導で実際に消火器を使用しオイルパンの火を消した。
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８）その他の環境保全活動 
  ①事業所前の道路の清掃活動は引き続き実施して 

いくことで地域とのつながりが出来る。 
   次年度も継続していく必要がある。 

②従業員への教育 
○環境教育 １１回実施 
 ・ＥＡ２１取り組み説明、経過報告、及び安全運転 

     環境教育、計画以外であっても関連ニュース、及び取引

先事業所からの教育依頼の情報等も有効に活用し、適時

水平展開を行うようにするとともに、昨年から継続して

教育項目に安全運転教育を追加して従業員への環境保

全、交通安全教育の周知徹底を行った。 
 

８．次年度以降の取り組み内容 
  取り組み項目 具体例 
エネルギー使用量削減による 
二酸化炭素排出量削減 

・アイドリングストップの推進 
・運行管理の適正化による車両運行の効率ＵＰで原単位向上 
 年間総二酸化炭素排出量目標値 ２０８，９０５kg-CO2 

 各エネルギー年間削減目標 

電力使用量：１６，６７２kWh  ガソリン：６，１７７㍑ 

軽油原単位：５．７３ kg-CO2/万円（売上） 

（参考 軽油使用量：７２，１１９㍑） 
廃棄物の削減とリサイクルの推

進 
・廃棄物の削減と再利用、リサイクルを活動の維持と新規アイ

テムの検討 
水道水使用量の削減 ・水道水の漏洩事故防止の為への意識ＵＰと有効利用の推進 

 年間総水道使用量目標値 ２２９．１㎥ 
化学物質の適正管理 ・燃料油や溶剤等の揮発、漏洩防止 

・第一種特定製品の点検、フロンの回収・適正処理 
収集・運搬中の環境への配慮 ・収集運搬時の飛散漏えい防止 

・緊急事態対応訓練で予防と発生時の対応について訓練 
・トラブル発生時は予防対策等の環境教育実施 
・ドラム缶のピンホールによる漏洩防止対応策の効果確認 

環境関連法規の遵守 ・法令公布・施行時等の情報入手と関連事項は環境教育で周知 
その他の取り組み ・地域の清掃作業等 

・ＳＤＧｓと事業活動との繋がりを教育時に適時組み込み 
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９．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 
      当社に関連する主な法規制は下記のとおりであり、それらの遵守状況確認を今年１０月度に実施 

したが、環境関連法規は全て遵守されており関係機関からの指導、勧告、訴訟もありませんでした。 

 遵守確認日 ２０２３年１０月６日 

主な適用法規 法の要求事項 遵守状況 

・廃棄物の処理及び 

清掃に関する法律 
産業廃棄物・特別管理産業廃棄物及び 

一般廃棄物収集運搬業許可の有効期限等 

遵守確認済 

・自動車 NOx・PM法 ディーゼル車の排ガス規制の適合車使用 遵守確認済 

・フロン排出抑制法 業務用エアコンの簡易点検と記録、漏洩防止 遵守確認済 

・浄化槽法 １０条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 

１１条 定期的な水質検査の実施 

遵守確認済 

・消防法 移動タンク貯蔵所の定期点検 

危険物屋内貯蔵所の適正管理 

住宅用防災機器を設置、及び維持 

遵守確認済 

・貨物自動車運送事業法 登録、点検整備の実施 

運行管理者の選任 

点呼時に酒気帯びの有無を確認する為、アルコー

ル検知器による管理を継続 

 

遵守確認済 
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１０．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

  「全体の取り組みについて」 

    ２０２３年度のＣＯ２総排出量は２３４，２５０kg－CO2、達成率８７．９％と未達成となった。 

今年度は削減目標の基準年度をすべて統一したことと突発的な現地作業増により、水道水使用

量と燃料の使用量が大幅に増えた月があった。 

    現段階では、新たな目標値が適正であると判断しがたい為、来期も引き続き各目標値に対する実 

績を見ていく必要がある。 

 

 「各エネルギー削減取り組みについて」 

電力使用量の目標値に対し達成率は１０３．１％で達成できた。この要因として、コロナウイル

スの終息に伴い、エアコン等の空調設備による使用量が減少した。 

軽油の原単位管理は１０４．８％と達成となったが、軽油とガソリンの CO2 排出量はどちらも

未達成となっている。要因としては、収集運搬料の増加と突発的な現地作業の増加により使用量が

増えたためである。 
これからも排出事業者、処分事業者と調整しながら計画的な運行管理を進めていく。 
 

 「次年度の取り組みについて」 
・２０２４年度は、２０２３年度より新たな目標設定値となり、達成が厳しい項目もあるが工夫を

しながら２０２３年度と同様にそれぞれの目標が達成できるように取り組んでいく。 

   ・従業員の教育の中で、日常の仕事の中にもＳＤＧｓの活動が多く含まれていることを意識付 

けるようにする。 

 

  [環境経営システムの各要素について] 

・２０２２年度は、産業廃棄物処理事業者向け２０１７年版ガイドラインを適用して運用を 

 行い特に問題はなく推進できた。  

 

「実施体制について」 

・実施体制については見直しの必要は無く現状の体制で進めていくこととする。 

 

  [環境経営方針について] 

・環境経営方針は運用において問題はないと判断する。  

 

  [目標・環境経営計画について] 

・水道水使用量の年間目標に対し未達成となったが特に冬場の目標数値が基準年度はコロナウイ

ルスの過渡期で低く設定されているので、来期は年間目標値は変えず月別の設定値を見直すこ

と。 
・ガソリンの使用量は未達成となっているが、来期の目標値は変えなくてよい。 

 

                               ２０２３年１０月３１日 

                               代表取締役 川本 満博 


